
合
併
後
は
じ
め
て
の
旭
市
定
例
議
会
が
９
月
２
１
日
か
ら
開
か
れ
、
旧
飯
岡
町
議
の
日
本
共
産
党

島
田
正
治
市
議
会
議
員
が
、
一
般
質
問
で
飯
岡
地
域
住
民
の
願
い
を
新
市
に
届
け
ま
し
た
。 

 ｢

ふ
れ
あ
い
号｣

い
っ
そ
う
便
利
に 

２
０
０
３
年
８
月
よ
り
旧
飯
岡
町
で
運
行
開

始
し
た
循
環
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
号
」
は
昨
年
度

利
用
者
が
３
万
５
６
８
５
人
に
達
し
、
と
く
に

お
年
寄
り
が
福
祉
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
「
足
」
、
身
近
な
交
通
手
段

と
し
て
、
す
で
に
定
着
し
て
い
ま
す
。 

 

島
田
議
員
は
、
合
併
を
機
に
、
市
役
所
や
旭

中
央
病
院
な
ど
、
公
共
施
設
を
結
ぶ
循
環
バ
ス

へ
と
拡
張
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
検
討
委
員
会
を
作
り

前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。 

飯
岡
の
ゆ
た
か
な
観
光
資
源
を
生
か
せ 

飯
岡
漁
港
は
、
県
下
で
も
有
数
の
漁
獲
高
を

誇
り
、
新
鮮
な
魚
介
類
の
供
給
基
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
釣
り
船
な
ど
の
観
光
漁
業
も
さ

か
ん
で
、
飯
岡
灯
台
や
刑
部
岬
展
望
館
、
屏
風

ヶ
浦
な
ど
の
観
光
資
源
も
あ
り
ま
す
。 

 

島
田
議
員
は
、
バ
イ
パ
ス
や
旧
国
道
か
ら
海

岸
に
向
か
う
道
路
の
拡
幅
整
備
や
、
地
元
の
魚

介
類
・
農
産
物
の
販
売
所
な
ど
、
も
っ
と
観
光

資
源
を
生
か
し
て
飯
岡
地 

域
を
発
展
さ
せ
よ
と
主
張 

し
、
市
長
も
前
向
き
に
答 

え
ま
し
た
。 

 

全
小
学
校
区
で
５
人
か
ら
学
童
保
育
を 

昨
年
、
新
興
住
宅
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
か

ら
、
学
童
保
育
が
ほ
し
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
島
田
議
員
が
紹
介
議
員
と
な
っ
た

請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
三
川
小
学
校

で
５
人
か
ら
の
学
童
保
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
旭
市
は
最
低
１
０
人
と
い
う
基
準

で
す
。
島
田
議
員
は
、
人
口
減
を
食
い
止
め
る

た
め
に
も
、
少
子
化
対
策
が
重
要
だ
と
、
ま
だ

未
設
置
の
所
も
含
め
、
全
小
学
校
区
で
５
人
か

ら
の
学
童
保
育
設
置
を
要
求
し
ま
し
た
。 

 

2005 年 10 月号外 
日本共産党飯岡支部の政策をお知らせ

します。連絡先： ５７－３６４２ 

 日本共産党議員としての私のモットーは、いつで

も「住民の福祉の増進を図る」（地方自治法第 1 条 2

項）ためにがんばることです。 

 少々がんばりすぎて、体調も崩しましたが、町民の

ためにたたかい抜いた１８年を誇りに思い、支えてい

ただいた住民のみなさんに深く感謝しています。 

 高田のり子さんは、介護事業や産直運動の経験を

生かし、飯岡の良さを新市のなかでさらに伸ばす活

動の先頭に立ってがんばれる人です。これまでに倍

するご支援を、日本共産党と高田のり子さんによろ

しくお願いします。 



日
本
共
産
党
が
、
旧
飯
岡
町
で
初
議
席
を
得
た
の
は
今
か
ら
１
８
年
前
。
そ
れ
以
来
、
日
本
共
産
党
の
議

員
は
、
不
正
と
ム
ダ
づ
か
い
に
立
ち
向
か
い
、
議
会
ご
と
の
質
問
で
、
市
民
の
願
い
を
町
政
に
届
け
て
き
ま

し
た
。
議
会
外
で
も
、
農
地
改
良
事
業
な
ど
、
飯
岡
地
域
の
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 島田議員は、人口が減っているのに世帯数が大幅に

増え、核家族化が進んでいる飯岡地域の特徴を分析。

町の将来のために高齢化対策と同時に、手厚い少子化

対策が必要と主張してきました。 
 路線バスが廃止される前から、町営の循環バスを提

案し、廃止直後に実現。近隣市町村の循環バスよりも

きめ細かく運行し、住民か 
らたいへん喜ばれています。 
 昨年度は、新興住宅のお 
母さんたちと連携し、少人 
数学童保育を実現しました。 

町の将来へ、循環バス・学童保育 

「耕運機を担いで田んぼを登り

降りしていた」状態から、農地改

良事業を積極的に推進。国や県と

交渉し、国事業の農家負担金はゼ

ロに、県事業でも負担を 15％ 

から 10％に下げさせました。 

 また、飯岡漁港を中心とする観 

光開発にも積極提案。飯岡灯台の 

ライトアップ、土産物センターな 

どの提案に新市の市長も「できる 

ところからやりたい」と。 

農漁業・観光振興でだれもが豊かに 

●
一
九
五
二
年
福
島
県
会
津
若
松
市
生
ま
れ 

●
県
立
会
津
女
子
高
・
京
都

成
安
女
子
短
大
卒 

●
障
害
者
施
設
、
旬
の
味
産
直
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
勤
務

●
現
在
、
介
護
事
業
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
役
員
、
新
日
本
婦
人
の
会

海
上
班
長
、
エ
コ
テ
ッ
ク
産
廃
処
分
場
許
可
取
り
消
し
裁
判
原
告
、
党
旭
市

福
祉
・
環
境
部
長 

●
家
族
は
夫
と
三
男
、
犬
の
ピ
ー
ス 

●
趣
味
は
染
色
、

絵
画
、
パ
ン
づ
く
り 

 豪華すぎる保健福祉センターについても、「せっか

く造ったものだから、町民に大いに役立つものに」と

介護支援の中心施設にするように提唱。いまではデイ

サービスセンターとして、たいへん喜ばれています。 
 島田議員は、国保税引き下げにもとりくみ、３期 

目には１世帯５０００円の引

き下げを実現。当時としては

１市３町の中でもっとも負担

が軽くなりました。その他に、

ゴミ袋の値下げなども実現し

てきました。 

きめ細かく福祉・くらしを充実 

 島田正治議員が初当選していきなり遭遇したのは、

ユートピアセンター建設にからむ疑惑事件です。 
議会は百条委員会（地方自治法で定められた強力な

権限をもつ調査委員会）を設置。島田議員は覚えたて 
のワープロで「飯岡民報」を連

続的に発行し、疑惑解明の先頭

に立ちました。 
以来、３代目のワープロが壊

れるまで「飯岡民報」は６０号

を超え、町民に親しまれまし

た。 

「飯岡民報」で町政の問題をお知らせ 


